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洪
庵
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痘
館
記
録
（
万
延
元
年
）

除
痘
館
記
録

嘉
永
二
年
己
酉
秋
、
和
蘭
商
舶
（
商
館
）
外
科
医
モ
ン
ニ
ッ
キ
始
て

牛
痘
苗
を
持
渡
り
、
長
崎
の
小
児
に
種
し
を
、
本
邦
牛
痘
種
法
の
根
始
と

す
。
是
よ
り
前

越
前
侯
（
諱
慶
永
卿
）
此
痘
の
国
家
に
益
あ
ら
ん
こ
と

を
被
思
召
、
公
辺
へ
御
願
被
立
、
唐
土
よ
り
其
痘
苗
を
取
寄
す
べ
き
旨
侍

医
笠
原
良
策
に
被
命
、
良
策
を
以
て
長
崎
唐
通
詞
頴
川
四
郎
左
衛
門
に
被

仰
付
置
し
に
、
幸
ひ
モ
ン
ニ
ッ
キ
持
渡
り
た
る
に
依
て
、
四
郎
左
衛
門
己

れ
が
孫
に
種
て
其
苗
を
京
師
（
京
都
）
日
野
鼎
哉
に
贈
れ
り
。
是
鼎
哉
は

良
策
の
師
に
し
て
亦
四
郎
左
衛
門
と
懇
意
な
り
し
を
以
て
、
始
よ
り
此
事

に
関
す
れ
は
な
り
。
鼎
哉
自
家
の
孫
并
懇
家
の
児
に
下
苗
し
置
て
、
急
に

越
前
に
注
進
す
。
之
に
依
て
良
策
早
速
上
京
し
て
京
師
新
町
に
一
館
を
設

け
、
都
下
の
児
に
試
る
こ
と
一
二
月
な
り
。

是
に
於
て
日
野
葛
民
、
緒
方
洪
庵
両
人
申
合
せ
、
先
つ
大
和
屋
喜
兵
衛

を
頼
み
、
古
手
町
に
於
て
大
和
屋
伝
兵
衛
名
前
に
て
貸
家
借
り
受
、
之
を

種
痘
所
と
定
め
置
き
、
同
年
十
月
晦
日
一
小
児
を
携
へ
上
京
し
て
良
策
に

分
苗
を
乞
ひ
し
に
、
御
用
の
痘
苗
私
に
分
与
し
難
き
義
な
れ
と
も
、
続
苗

御
用
意
の
為
め
頼
み
置
と
せ
は
両
全
な
り
と
て
、
十
一
月
七
日
改
て
一
痘

児
を
携
へ
、
鼎
哉
同
伴
に
て
下
阪
し
、
之
を
分
与
せ
り
。
是
大
坂
牛
痘
種

法
の
最
初
な
り
（
良
策
よ
り
葛
民
、
洪
庵
へ
続
苗
を
頼
む
の
一
札
あ
り
）

最
初
よ
り
葛
民
、
洪
庵
、
喜
兵
衛
三
人
誓
を
立
て
、
是
唯
仁
術
を
旨
と

す
る
の
み
、
世
上
の
為
め
に
新
法
を
弘
む
る
こ
と
な
れ
は
、
向
来
幾
何
の

謝
金
を
得
る
こ
と
あ
り
と
も
、
銘
々
己
れ
か
利
と
せ
ず
、
更
に
仁
術
を
行

う
料
と
せ
ん
事
を
第
一
の
規
定
と
す
。
爾
後
其
美
事
を
聞
て
社
中
に
加
る

も
の
は
、
中
耕
介
、
山
田
金
江
、
原
佐
一
郎
、
村
井
俊
蔵
、
内
藤
数
馬
、

山
本
河
内
、
各
務
相
二
、
佐
々
木
文
中
、
緒
方
郁
蔵
な
り
。

然
る
に
都
下
悪
説
流
布
し
て
，
牛
痘
は
益
無
き
の
み
な
ら
す
、
却
て
児
体

に
害
あ
り
と
い
ひ
、
之
を
信
す
る
も
の
一
人
も
無
之
に
至
れ
り
。
茲
に
於

て
不
得
巳
頗
る
米
銭
を
費
し
、
一
会
毎
に
四
五
人
の
貧
児
を
雇
ひ
、
且
つ

四
方
に
奔
走
し
て
之
を
諭
し
、
之
を
勧
め
、
辛
し
て
綿
々
其
苗
を
連
続
せ

る
こ
と
三
四
年
、
漸
く
に
し
て
再
ひ
信
用
せ
ら
る
る
こ
と
を
得
た
り
。
其

間
社
中
各
自
の
辛
苦
艱
難
せ
る
こ
と
敢
て
筆
頭
の
尽
す
所
に
あ
ら
す
。
或

は
其
煩
労
に
堪
へ
さ
る
を
厭
い
、
或
は
其
自
家
の
本
業
に
妨
け
あ
る
を
患

ひ
て
退
社
せ
る
も
の
は
、
内
藤
数
馬
己
下
五
人
な
り
。

其
社
中
の
困
苦
を
憐
て
頗
る
助
力
を
致
せ
る
は
、
天
満
与
力
荻
野
七
左

衛
門
、
同
父
勘
左
衛
門
と
、
尼
崎
町
住
平
瀬
市
郎
兵
衛
の
母
と
な
り
。
抑
々

此
館
を
設
て
都
下
の
一
ケ
所
に
定
め
、
普
く
諸
医
を
茲
に
集
め
て
之
を
行

は
し
め
ん
と
す
る
の
趣
旨
は
、
其
良
術
の
猥
り
に
眩
鬻
の
徒
の
手
に
陥
ら

ん
こ
と
を
恐
る
る
と
、
其
佳
苗
の
連
綿
し
て
絶
ゆ
る
こ
と
勿
ら
ん
こ
と
を

希
ふ
と
に
あ
り
。
洪
庵
幸
に
御
町
奉
行
並
与
力
に
懇
家
多
き
に
依
て
此
趣

意
を
以
て
内
願
せ
る
こ
と
数
十
ヶ
度
に
及
ひ
、
又
大
和
屋
喜
兵
衛
名
前
に

て
表
向
き
願
立
し
こ
と
あ
り
と
い
へ
と
も
、
其
新
奇
に
し
て
旧
例
無
之
を

以
て
官
許
を
得
か
た
く
、
空
敷
十
年
の
星
霜
を
経
し
内
、
安
政
五
年
戊
午

春
戸
田
伊
豆
守
殿
御
町
奉
行
の
節
、
改
て
出
席
医
師
よ
り
願
書
可
差
出
旨

内
沙
汰
有
之
、
社
中
山
田
金
江
の
み
市
中
住
居
の
名
前
あ
る
を
以
て
同
人

を
願
主
と
し
て
書
附
差
出
せ
し
に
、
早
速
御
聞
済
に
相
成
、
同
年
四
月
二

十
四
日
三
郷
街
中
へ
口
達
御
触
書
出
で
、
種
痘
の
害
な
き
こ
と
を
懇
々
被

諭
、
且
種
痘
所
は
古
手
町
一
ヶ
所
に
限
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
り
。
（
願
書

及
ひ
御
触
書
写
し
は
別
に
記
録
す
。
堺
の
種
痘
所
官
許
は
安
政
六
年
夏
な



り
。
江
戸
種
痘
所
は
万
延
元
年
七
月
に
許
さ
れ
た
り
。
故
に
種
痘
の
官
許

を
得
し
は
大
坂
を
始
と
す
。
）

然
る
に
旧
館
手
狭
に
て
多
人
集
会
の
節
は
雑
沓
甚
し
き
か
故
に
、
社
中

申
合
せ
今
度
尼
崎
町
一
丁
目
に
一
地
面
を
買
求
め
本
館
を
茲
に
移
せ
り
。

町
法
有
之
を
以
て
高
池
清
之
介
を
名
前
人
に
頼
み
、
同
家
手
代
脇
屋
文
介

を
家
守
と
す
。
其
買
得
普
請
等
皆
右
主
従
の
世
話
に
依
る
所
に
し
て
、
其

勤
労
不
少
、
依
て
之
を
世
話
方
に
加
ふ
。

さ
て
前
條
に
挙
た
る
退
社
五
人
の
外
追
々
死
亡
せ
る
者
は
、
原
佐
一
郎

（
安
政
甲
寅
六
月
卒
）
、
村
井
俊
蔵
（
同
年
七
月
卒
）
日
野
葛
民
（
安
政

丙
辰
十
月
卒
）
、
大
和
屋
喜
兵
衛
（
安
政
己
未
七
月
卒
）
、
中
耕
介
（
万

延
庚
申
二
月
卒
）
、
五
人
な
り
。
佐
一
郎
は
生
前
よ
り
甥
家
松
本
俊
平
を

以
て
常
に
代
勤
せ
し
め
た
る
を
以
て
、
没
後
同
人
代
て
之
を
嗣
き
、
葛
民

は
養
子
主
税
之
を
嗣
き
、
喜
兵
衛
は
倅
喜
介
（
喜
兵
衛
と
改
む
）
之
に
代

れ
り
。
俊
蔵
、
耕
介
両
人
は
嗣
子
無
之
を
以
て
絶
す
。
林
元
恭
は
最
初
よ

り
補
助
と
し
て
勤
功
久
し
き
か
故
に
、
戊
午
の
冬
社
中
に
列
す
。
故
に
今

存
在
す
る
所
は
、
社
中
緒
方
洪
庵
、
日
野
主
税
、
山
田
金
江
、
松
本
俊
平
、

林
元
恭
、
補
助
高
安
丹
山
（
戊
午
春
補
助
に
加
ふ
）
日
野
鼎
（
己
未
秋
補

助
に
加
ふ
）
青
山
菫
太
郎
（
丙
辰
秋
よ
り
筆
者
と
し
補
助
の
列
に
加
ふ
）

世
話
方
大
和
屋
喜
兵
衛
、
高
池
清
之
介
な
り
。

各
自
寒
暑
を
顧
み
す
、
雨
雪
を
厭
は
す
し
て
、
身
を
砕
き
、
心
を
労
し
、

其
究
苦
の
時
に
当
て
は
自
ら
米
銭
を
費
せ
る
こ
と
は
有
之
と
い
へ
と
も
、

更
に
一
銭
の
利
を
私
に
せ
し
こ
と
な
く
、
孜
々
汲
々
と
し
て
勉
強
せ
る
こ

と
今
茲
に
十
有
二
年
、
其
勤
切
積
て
今
日
の
大
成
を
得
る
に
至
れ
り
。
冀

く
は
、
後
来
の
諸
子
、
越
前
公
の
恩
徳
と
、
鼎
哉
の
厚
恵
と
を
忘
る
る
こ

と
な
く
、
社
中
各
家
の
苦
心
労
思
せ
し
こ
と
を
想
像
し
、
寡
欲
を
旨
と
し

て
、
仁
術
の
本
意
を
失
は
す
、
其
良
意
を
嗣
き
玉
へ
と
云
爾
。
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